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翼墜
円
行

緬
発
1

1
所
O

行
役
7

発
市

日
　
　
」

5
町
1

　
　
　
　

月
日
丁

毎
＋

媚
藩

冨
滲

　
4
女

数
ロ
ー

　
　
人
銘

帯
の
20

世
鳩

珊

一
年
度
黒
字
決
算

税
牧
成
績
九
三
、
五
パ
ー
セ
ン

極
力
経
費
の
節
減
に
努
力

一
毎
年
市
財
政
事
情
を
二
月
、
八
月
定
期
的
に
公
一

二
表
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
δ
批
判
を
得
、

こ

＝
瀦
摂
謂
論
解
響
射
勤
膿
竺

言
の
霧
、
主
に
昭
和
三
＋
震
董

＝
の
概
要
と
昭
和
三
十
二
年
度
予
算
の
執
行
、
市
『
・

二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
．

＝
民
負
担
の
状
況
及
び
市
債
の
現
況
に
つ
い
て
申
｝

τ
げ
季
り
　
　
　
　
｝
一

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
リ

徴
敗
成
績
九
三
・
五
％

i…董螢葵計里度十昭
円八塾餐　般決一黎
　四・総　会算年二

　
治
水
堤
防
六
五
万
円
、
区
、
画
整
理

五
〇
万
円
。

◇
学
校
関
係
で
、
中
学
校
新
増
築
川

　
治
中
学
校
三
八
八
万
円
、
中
条
中

学
校
二
八
二
万
円
、
吉
田
名
ヵ
山

　分校

一
一
七
万
円
、
小
学
校
．
新
営

ト

［
肇
…
四
召
．

［◇
産
業
経
済
関
係
で
、
林
道
串
業
七

　
五
万
円
、
土
地
改
良
事
業
四
七
八

　
万
円
。

◇
社
会
労
働
施
設
関
係
で
、
失
業
対

　
策
事
業
一
九
二
万
円
、
公
営
住
宅

　
建
築
及
用
地
二
五
三
万
円
、
県
営

　
住
宅
建
築
負
担
二
四
一
万
円
。

す
勝
関
餐
司
錨
架
ン
ブ

　
の
購
入
一
七
〇
万
円
．

一
◇
そ
の
他
庁
舎
増
築
ゴ
一
二
万
円
等

　
で
あ
り
ま
す
。

　
決
算
（
見
込
）
額
の
詳
細
数
字
は

列
港
登
藻
た
し
て
蓼
季
．

謹
保
は
赤
字
鍔

・
②
特
別
会
計

ハ
『
各
鏡
辞
は
、
大
体
予
鑑
り

『
執
行
さ
れ
、
特
に
国
民
健
康
保
険
特

（単位千円）

歳入
歳出

歳
出
決
算
総
額
一
八
『
四
三
六
、

罷
山
塑
八
二
、
一
蕃
算

黒
字
　
　
　
　
　
決

右
の
よ
う
薫
羨
算
が
喜
た
計

の
は
、
歳
出
に
お
い
て
極
刀
消
費
的

経
費
の
節
減
に
努
め
釜
・
歳
入
会

に
お
い
て
市
税
が
意
以
上
に
鍵
般

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
刀
に
よ
　
剛

り
徴
収
成
績
も
良
好
で
、
調
定
額
に

対
し
杢
●
考
で
脅
を
と
・
度

叉
努
交
霧
も
意
以
菱
付
杢
年

れ
た
こ
と
等
に
ょ
る
も
の
で
あ
り
ま
　
｛
ー

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
昭
和
三
十
一
年
度
実
施
し
た
主
な
　
エ
↑

る
事
業
を
拾
っ
て
見
る
と
、
　
　
　
π
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

◇
土
木
関
係
で
、
道
路
新
設
改
良
五

　
一
〇
．
万
円
、
橋
梨
新
設
改
良
二
二

　
五
万
円
、
国
道
補
装
負
担
金
一
〇

　
二
万
円
、
自
動
車
購
入
一
三
〇
万

　
円
、
道
路
災
害
復
旧
一
五
〇
万
円

出

算
引
鵬
旨
励
一
甥
塑

　
　
，
　
　
　
　
9
一

決
差
2
　
　
　
　
3
皿

に
減
総
6
墾
附
、
一
、
α引

一

矯
…
0
6
5
1
3
一

算
す
3
。
L
L
　
　
6

予
対
△
△
△
△
　
　
△

　　特別会計決算状況
　　　　　　　　　 　　　　　 　 　　　　 　　　マ　　

　1歳　　　　　　　入　　歳

分瞬繰鞠爵臨予算融算額区

幅
別
搦
輔
幡
％
塑

獅
宏
乞
隻
『
Z
望

3
　
　
　
　
　
　
　
1
6

乙
U
Q
／
Q
／
0
Ω
」
つ
辺
5

7
8
1
・
ム
U
Q
／
7
5

　
　
ワ
プ
ろ
　
こ
　
ハ
　

L
7
。
3
『
4
3
6

ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
ア
ユ

皿
堀
弥
謡
一

4
4
5
　
　
　
　
2
㎝

　
L
L
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　

寵
欝
匙

5
9
1
6
0
5
9

L
三
Z
隻
【
ゐ
3
3
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
ア
　

％
嬰
19
㎜
犯
男
狸

｝
囎
瓠
朋
脚

一
険
所

屋
業
金
金
，
「
，
一

灘
［

」
国
国
公
上
商
塵
」

別
会
計
は
、
前
年
度
決
算
で
二
八
九

万
円
の
赤
字
を
出
し
た
の
で
あ
り
ま

す
が
・
三
十
一
年
度
は
受
診
率
は
上

昇
し
て
お
り
ま
す
が
、
療
養
給
付
率

六
割
を
五
割
に
、
初
診
料
の
給
付
停

止
等
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、

三
十
一
年
度
決
算
に
お
い
て
は
、
二

六
〇
万
円
の
黒
宰
繰
越
と
な
り
ま
し

t
。

◇
国
保
直
営
診
療
施
設
勘
定
は
二
一

万
円
。
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に
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割
皿

爵
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Q
／
Q
／
　
7
n
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3
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Q
／
4
　
　
8
【
／

Q
／
5
　
　
ワ
’
4

　
　
　
4

4
2
0

3
9
3

Q
6
Q
／

1
3
塾

Q
／
0
∠
U

4
！
3

Z
　
L

100．0

2
A
ソ

乳
9
。
Z

6
ワ
’
ハ
ソ

τ
2
0

Q
ノ
ー
7

1
1
n
乙

◇
公
益
．
質
庫
特
別
会
計
は
一
・
．
五
万

円
。

◇
上
水
道
特
別
会
計
は
一
五
万
円
。

◇
産
業
育
成
資
金
特
別
会
計
で
一
〇

〇
万
円
．

　
夫
女
三
十
二
年
度
に
繰
越
し
ま
し

た
。

　
各
特
別
会
計
の
決
算
数
字
は
別
表

の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

健
全
財
政
を

堅
持
し
、
土

木
関
係
事
業

を
推
進

二
、
昭
和
3
2
年
度
予
算

①
瞬
般
会
計

　
予
算
編
成
に
当
っ
て
は
、
健
全
財

政
を
堅
持
し
、
新
市
五
ヵ
年
計
画
の

遂
行
と
、
緊
急
を
要
す
る
建
設
事
業

産
業
の
振
興
、
交
教
の
充
実
、
民
生

の
安
定
等
の
重
点
施
策
を
積
極
的
に

推
進
す
る
こ
と
に
努
力
、
六
月
末
迄

に
既
に
三
回
の
追
加
予
算
を
議
決
し

ま
し
た
。
特
に
本
年
度
は
未
曽
有
の

豪
雪
に
見
舞
わ
れ
、
道
路
、
橋
架
、

耕
地
、
其
の
他
建
物
等
の
損
壊
多
く

こ
れ
等
の
災
害
復
旧
に
要
す
る
経
費

を
追
加
予
算
と
し
て
計
上
、
六
月
末

現
任
迄
の
主
な
事
業
費
は
、

◇
市
役
所
関
係
で
、
新
市
建
護
促
進

　
費
（
市
内
連
絡
用
自
動
車
購
入

　
　
　
｝
額
　
　
㎜
、
ー
」
2
α
ξ
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引

　
イ
ゆ
　
　
の
の
う
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7
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3
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3
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4

　
　
　
3
　
　
　
1
4
　
　
3
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
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鋼
鈎
刎
静
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卿
4
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の
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卯
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昼
鰍
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、
励
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ノ
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ヌ
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ら
う
つ
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く
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む
ロ
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ノ
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つ
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d
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7
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＆
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訂
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6
8
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翫
η
　
算
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7
6

河
2
5
’
7
1
6
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ゆ
　
2
一

2
　
　
3
5
　
『
　
4
。
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
　
　
△

8
1
，
引
」
6
5
列
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1
1
藝
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4
8
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4
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1
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4
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7
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つ
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費
費
費
費
費

　
　
所

会
　
防
木
育

　
　
役

1．議
2．市
3．消
4．土
5．教

費
費
費

設
藷

施鷺
経

労
健
業

会社
保
産

兜
翫

費産9．財
費
費
費

査調
挙
債

計統
選
公

“
名

－
i

金
費
計

出
　
合

　
　
備
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一
生
設
二
5
9
一
5
9
．

衛
猛
8
8

奮，

講
o
α

営
事
ぢ
⊇
〇
一

翁
剛
L
3

論
欄

　
　
　
　
　
し
　

防
指
二
蜘

蟷
　
　
，
・

嘗
趨
柳
㎜
一
卿

教
塵
6
4
・
L

　
　
一
1
　
　
2
㎜

i
部
局
，
他
ー
、
｝

　
　
．
屡
　
㎜

　
　
運
保
　
㎜

鶴
の
計
㎜

　
　
薯
一

熾
墾

等
）
二
二
九
万
円
。

◇
土
木
関
係
で
は
、
道
路
、
橋
架
新

　
設
改
良
、
維
持
修
繕
費
二
、
二
五

　
九
万
円
、
都
市
計
画
（
高
山
士
地

　
区
画
整
理
、
住
吉
、
稲
荷
町
線
、

　
街
路
）
七
七
二
万
円
、
融
雪
災
害

　
復
旧
費
三
〇
六
万
円
。

◇
消
防
関
係
で
、
可
搬
動
カ
ボ
ン
プ

　
購
入
費
一
七
六
万
円
。

◇
教
育
関
係
で
は
吉
田
小
学
校
敷
地

　
買
収
費
二
〇
万
円
、
川
治
中
学
校

　
新
築
一
六
五
万
円
。

◇
衛
牛
．
関
係
で
は
、
汲
、
取
衛
生
自
動

　
車
購
入
費
一
二
二
万
円
。

◇
産
業
経
済
関
係
で
、
土
地
改
良
三

　
八
三
万
円
、
新
農
村
建
設
事
業
費

　
四
一
六
万
円
、
耕
地
災
害
復
旧
費

　
九
八
万
円
等
が
主
な
も
の
で
あ
り

　
　
　
　
　
留

　
　
　
　
　
狸
卵

　
　
　
　
　
〃
細

ま
す
。

◇
繰
出
金
で
は
、
国
民
健
康
保
険
吉

田
診
療
所
新
築
費
へ
一
〇
〇
万
円

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
四
〇

　
〇
万
円
、
直
営
診
療
所
特
別
会
計

　
へ
五
〇
万
円
、
公
益
質
屋
特
別
会

計
へ
一
〇
〇
万
円
、
上
水
道
特
別

　
会
計
へ
三
四
〇
万
円
、
そ
れ
ぐ

　
繰
出
し
て
お
り
ま
す
。

　
各
款
別
の
数
字
は
別
表
を
も
っ
て

表
示
い
た
し
ま
す
。

特
別
ム
質
計

　
　
上
水
道
は
五

　
　
〇
％
占
め
る

②
特
別
倉
計

　
各
特
別
会
計
と
も
予
定
通
り
執
行

中
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
上
水
道
事

業
は
本
年
度
予
算
市
債
五
、
八
O
O

万
円
一
般
会
計
よ
り
繰
入
金
三
四
〇

万
円
で
、
工
事
囚
容
は
配
水
池
設
置

九
五
〇
万
円
、
配
送
水
管
購
入
及
埋

雛鴛踏ン。

幼
㍊
講

電
工
事
費
六
九
四
、
万
円
、
ボ
ン
プ
堅

の
設
置
五
〇
〇
万
円
、
消
毒
設
備
三

四
万
円
、
其
の
他
で
、
六
月
末
現
在

取
水
井
工
事
は
九
〇
％
完
了
、
現
在

配
水
池
の
く
っ
さ
く
中
で
あ
り
ま
す

一
配
送
水
管
も
約
四
十
％
入
荷
、
年
内

壽
給
水
各
指
し
、
工
蓬
渉
中

で
あ
り
ま
す
。

一
三
、
市
民
負
担
の
状
況

　
市
税
及
び
国
民
健
康
保
険
料
の
負

担
は
、
昭
和
三
〇
年
度
市
税
は
、
一

人
当
り
二
、
四
一
三
円
、
保
険
料
は

五
九
八
円
で
し
た
が
、
昭
和
三
十
一

年
度
は
市
税
二
・
四
七
三
円
・
保
険

料
は
五
二
〇
円
と
な
り
ま
し
た
。
本

年
度
は
市
税
二
、
五
九
五
円
・
保
険

料
五
三
七
円
に
な
り
ま
す
。

市
債
、
教
育

施
設
費
が
五

七
・
三
％

四
、
市
債
の
現
況

　
市
債
総
額
は
三
、
七
二
〇
万
余
円

で
、
教
食
弛
費
が
五
七
・
三
％
、
庁

舎
建
築
一
二
・
五
％
、
公
営
住
宅
八

　
　
　

I
　
t
㎝
』
，
　

91

劃

（単位円）
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壁騨撒㍊盤li鎌1，揚ll豊灘＆3翻
注市税の中には国鉄の納付した大口固定資産税．たば乙消費税．電気ガス税も含まれている。

　　　　　各特別会計別予算　　 亀契ま蓮舅理、行建
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歳入　　　　　　（単位千円）尉収。のさ螢のさ

・
一
％
、
上
水
道
事
業
費
八
、
一
％

土
木
事
業
費
六
・
七
％
、
国
保
事
業

費
二
・
九
％
、
消
防
施
設
二
・
二
％

と
、
そ
れ
ぐ
の
割
合
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
以
上
が
六
月
末
現
在
に
お

け
る
市
財
政
の
あ
ら
ま
し
で
あ
り
ま

す
が
、
市
政
の
円
滑
な
運
営
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
一
致
し
た
ご
協
力
に

よ
る
ほ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
。
殊
に
本

年
度
か
ら
は
国
に
お
い
て
一
千
億
減

税
政
策
の
一
環
と
し
て
地
方
税
法
に

改
正
が
行
わ
れ
・
市
税
に
お
い
て
も

相
当
額
に
上
る
減
税
が
実
施
さ
れ
た

わ
け
で
、
又
税
負
担
の
不
均
衡
な
点

も
是
正
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
市
税
の
納
税
に
つ
い
て
は
、
特
に

御
理
解
を
載
き
、
納
期
内
納
入
に
ご
．

協
力
下
さ
れ
、
事
業
の
推
進
に
円
滑

な
運
営
の
で
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
契
減
収
分
に
つ
い
て
は
国
に
お
け

る
地
方
財
政
た
策
と
共
に
、
自
主
的

　
　
　
　
　
　
　
『

応
収

額
る
合

覇
猫
一
2
ー

「　　　1
収入濱額
　　　

な
減
収
補
て
ん
策
も
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
全
国

的
間
題
だ
け
に
政
府
の
施
策
と
関
連

し
た
今
後
の
研
究
課
題
と
さ
れ
て
い

る
現
況
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
消
費

的
経
費
極
力

節
減
〃

　
尚
今
後
共
不
急
不
要
の
麦
出
、
特

に
消
費
的
経
費
は
極
力
節
誠
に
努
め

真
に
必
要
な
事
業
等
の
た
め
の
経
費

や
法
令
に
基
い
て
支
出
す
る
。
義
務

的
、
経
費
等
以
外
は
で
き
る
限
り
抑

制
し
て
合
理
的
な
交
出
を
行
い
、
本

年
度
に
お
い
て
も
健
全
財
政
を
堅
持

し
、
事
業
の
遅
滞
も
な
く
、
円
滑
、

明
朗
な
財
政
を
運
営
致
し
た
い
考
え

で
お
り
、
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

＆1努il§il％
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［
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櫨
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△
着

橘
梁

貫
橋
、
池
沢
橋

道
路

工
▽

工
事
橋
梁
　
第
二
神
明
橋
、
前
ノ
沢

由
兀
工
　
橋
、
芋
川
橋
、
道
沢
橋
、
水
沢
橋
、

着
　
小
暴
、
長
里
橋

月
木
．
道
路
　
学
校
町
線
・
稲
荷
町
一
丁

八
土
目
側
溝
、
昭
和
町
四
丁
目
三
丁
目
側

　
　
　
溝
・
田
中
町
西
側
溝
・
袋
町
東
側
溝

水
沢
尻
橋
、
嘉
勝
橋
、

　
　
　
住
吉
－
稲
荷
町
線
、
昭
和
・

町
三
丁
目
側
溝
、
行
寺
線
、
池
谷

線
、
大
池
線
、
山
谷
高
倉
線
、
そ
の

他
災
害
て
二
ヵ
所

護
崖
　
晒
川

▽
竣
　
工
▽

　　　の谷和　　小

　今』月の納税
市町村民税（第二期）

国民健康保険料
　　（第三期）

納期限8月30日
健康を守って
　　くれる保険料

国
保
健
康
家

庭
表
彰

　
去
る
七
月
二
士
五
日
、
午
前
八
時

二
十
分
十
日
町
映
画
劇
場
に
過
去
一

ヵ
年
無
給
付
健
康
家
庭
二
二
三
名
を

ご
招
待
、
「
仁
侠
清
水
港
」
を
映
写

慰
安
会
を
兼
ね
、
表
彰
式
を
挙
行
し

た
。
表
彰
家
庭
に
は
そ
れ
ぐ
健
康

を
祝
福
す
る
表
影
状
及
び
記
念
品
を

送
っ
た
。火

事
は
心
の

　
　
　
油
断
か
ら



（2）昭和32年8月15日　（木曜日）りよだ政市町日十（署魏鑛湯藷昌）
第11号

採
野
庁
で
は
B
H
C
く
ん
．
煙
済
に
よ

る
、
森
林
害
虫
防
除
事
業
を
一
般
H

H
C
剤
な
み
に
国
庫
補
助
の
対
象
、
事

業
と
し
て
、
、
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
〈
ん
煙
済
に
よ
る
森
林
害
虫

防
除
は
円
筒
に
B
H
C
ガ
ン
マ
ー
体

と
煙
を
だ
す
燃
料
を
入
れ
て
つ
く
っ

た
く
ん
煙
筒
を
、
森
林
の
中
で
点
火

防
除
す
る
も
の
で
、
早
朝
森
林
内
の

気
温
と
森
林
外
の
気
温
の
差
の
大
き

い
時
を
見
計
っ
て
行
う
。
こ
の
時
間

に
行
え
ば
煙
は
森
林
内
だ
け
に
広
が

り
、
完
全
な
殺
虫
効
果
が
上
げ
ら
れ

る
。

　
主
な
対
象
害
虫
は
ケ
ム
シ
、
コ

灘
欝

山
林
を
荒
す
ス
ギ
ノ
ハ
ダ
一
一

．
法
定
害
虫
k
指
定
陳
情

　
　
　
　
　
　
B
H
C
く
ん
煙
剤
は
国
庫
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
ガ
ネ
ム
シ
ャ
ス
ギ
ノ
ノ
ム
シ

一
な
ど
の
成
虫
ハ
バ
チ
類
廼
く
ん
煙

誘
笛
墨
町
歩
当
り
ガ
ン
マ

一
－
体
四
百
．
五
十
グ
ラ
ム
を
基
準
と
し

下
る
．

「　
中
魚
沼
一
帯
に
今
年
五
月
頃
か
ら

ス
ギ
／
ハ
ダ
ニ
が
発
生
市
内
で

も
約
千
町
歩
の
杉
林
が
被
害
を
受
け

て
い
る
。
市
有
林
大
平
の
杉
林
も
こ

麗
蕪
籍
瞳

｝
発
生
す
る
の
で
、
防
除
に
は
効
果
を

｝
得
な
か
っ
た
が
コ
ガ
ネ
ム
シ
、

一
ハ
バ
チ
類
に
は
効
果
が
あ
っ
た
。

　
　
●
0
●
0
●

ス
ギ
ノ
ハ
ダ
ニ

の
防
除
は
木
の
上
の
方

だ
け
に
、
ヘ
リ
コ
ブ
タ

ー
に
よ
る
一
斉
薬
剤
撒

布
の
ほ
か
安
易
な
方
法

が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
ス
ギ
ノ

ハ
ダ
ニ
は
法
定
害
虫

に
指
定
さ
れ
て
い
な
い

の
で
補
助
金
は
麦
出
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
が

防
除
に
は
多
額
の
経
費

を
必
要
と
す
る
の
で
、

㎜
本
市
と
中
魚
沼
郡
町
村
会
で
は
ス
ギ

…
ノ
ハ
ダ
ニ
を
法
定
害
虫
に
指
定
し
て

一
補
助
金
交
付
の
途
を
開
い
て
欲
し
い

と
県
を
通
じ
て
陳
情
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　
　
〔
写
真
は
く
ん
煙
剤
の
試
験
〕

商
店
経
営
研
究
会

商工だより

　
ど
こ
の
商
店
で
も
繁
昌

を
望
ま
な
い
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
せ
ん
。
研
究
も
し
、

努
力
し
な
が
ら
思
わ
し
い

成
果
が
え
ら
れ
な
い
と
い

う
疑
問
を
持
つ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
自
分
だ
け
の
考
え
で
店
を
経
営

す
る
、
ひ
り
も
、
専
門
家
の
意
見
を
き

い
た
り
、
成
功
者
の
体
験
談
を
聞
い

た
り
、
競
争
区
域
外
の
同
業
者
と
腹

一
を
型
て
雛
し
た
り
す
る
琶
が

望
ま
し
い
。
商
店
経
営
研
究
会
が
新

潟
県
及
び
下
越
各
市
主
催
で
九
月
十

八
日
か
ら
コ
百
間
高
瀬
温
泉
で
．
開
か
．

れ
ま
す
。
参
加
申
込
み
は
八
月
末
日

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
詳
し
い

事
は
市
経
済
課
商
工
係
に
お
問
合
せ

一
下
さ
い
．

新
農
業
委
員
就
任

　

｝き
ま
り
、
農
業
生
産
力
の
発
展
と
経

営
の
合
理
化
を
ば
か
る
代
弁
者
と
し

㎜
て
嚢
の
皆
さ
ん
の
地
位
の
向
上

　一
を
期
し
、
お
仕
事
を
す
る
乙
と
に
な

一
り
ま
し
転
震
馨
葬
い
た
し

ま
す
。

◇
＋
日
町
市
農
業
委
員
会
委
員

　
住
所
氏
　
名
新
旧
別

h
内
　
後
O
竹
内
　
　
茂
（
五
〇
）
旧

　
今
回
選
、
争
に
よ
り
新
し
く
委
貞
が

lmHlll監lm””111”lll川ll””imll展”1！mHHU“畳”H量匿瓢mUlnlHlHm監iHU

槽
り
■
菖

　
郡
市
社
会
福
祉
學
業
天
会
が
去
る

七
月
二
十
四
月
開
か
れ
た
が
、
席
上

吉
田
高
島
の
佐
野
ヤ
ス
さ
ん
（
四
七
）
は

女
手
一
つ
で
よ
く
一
家
を
支
え
悲
境

を
克
服
し
て
、
愛
児
を
立
派
に
守
り

　
　
高
島
の
佐
野
さ
ん
表
彰
さ
る

通
レ
て
き
た
”
婦
人
の
鑑
”
と
し
て
の
慰
め
だ
と
悟
り
、
五
反
歩
の
農
地

今
回
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
を
耕
し
早
朝
か
ら
よ
く
働
い
た
。

　
ヤ
ス
さ
ん
一
家
は
耕
作
面
積
五
反
　
　
農
耕
の
か
た
わ
ら
堤
防
工
事
に
も

歩
と
い
う
恵
ま
れ
な
い
農
家
で
、
昭
精
出
し
、
こ
う
し
た
女
手
一
つ
の
苦

和
十
八
年
夫
伝
蔵
さ
ん
は
七
十
余
才
労
が
続
い
た
が
、
三
入
の
男
の
午
供

の
両
視
と
七
才
を
頭
に
四
八
の
子
供

を
残
し
て
、
召
集
さ
れ
翌
十
九
年
戦佐野さん

死
し
た
。
そ
の
年
末
っ
子
の
利
夫
ち

ゃ
ん
（
二
乙
を
亡
し
、
こ
の
不
幸
続
き

の
上
に
ま
た
亡
夫
伝
蔵
さ
ん
の
弟
菊

蔵
さ
ん
が
・
長
岡
で
長
い
療
養
生
活

を
送
る
こ
と
に
な
り
、
身
体
の
利
か

な
く
な
っ
た
両
親
を
抱
え
一
時
は
一

家
心
中
と
迄
思
い
立
っ
た
と
い
う
。

　
然
し
子
供
を
立
派
に
育
て
あ
げ
る

こ
と
が
戦
死
し
た
夫
へ
の
せ
め
て
も

に
は
病
気
以
外
は
一
日
も
学
校
を
休

ま
せ
ず
、
二
男
定
雄
君
（
一
も
は
六
ヵ

年
皆
勤
三
男
重
雄
君
（
ど
4
は
九
ヵ
年

の
皆
勤
賞
を
受
け
さ
せ
た
。

　
義
弟
菊
蔵
さ
ん
は
看
護
の
か
い
も

な
く
二
十
一
年
死
亡
し
た
。

　
現
往
長
男
一
雄
君
（
♂
）
は
母
ヤ
ス

さ
ん
を
助
け
て
農
業
に
励
み
、
牛
舎

も
肥
機
具
も
購
入
、
二
男
は
自
動
車

運
転
手
と
し
て
東
京
に
働
き
、
三
男

は
山
口
県
の
旭
鉄
工
に
勤
務
ス
キ
ー

部
員
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。

　
長
い
苦
難
か
ら
漸
く
佐
野
さ
ん
一

家
に
再
び
明
る
い
生
沽
が
甦
え
っ
て

き
た
。

大
池
高
橋
徳
重
（
四
八
）

　
　
島
○
庭
野
濡
、
釆
ε

　
浅
ノ
平
小
川
　
良
作
（
四
も

　
ニ
ツ
屋
　
俵
山
邦
治
（
五
も

　
高
田
町
　
田
村
　
寅
治
（
四
も

　田

　
菱
O
福
崎
仁
太
郎
（
話
）

高
　
山
0
関
口
勝
四
郎
（
♂
）

　
四
日
町
O
高
田
啓
助
倹
。
）

　
中
　
町
樋
熊
秀
ズ
三
五
）

鶴
ズ
四
六
）

西
枯
木
女
　
春
川
　
力
蔵
（
四
四
）

　
太
子
堂
O
大
島
　
盛
、
平
（
寿
）

　
北
原
小
宮
山
茂
（
四
八
Y

　
池
　
谷
　
庭
野
　
義
雄
公
ハ
も

　
南
鐙
坂
O
柳
　
　
交
治
（
四
九
）

　
名
ヵ
山
小
海
寿
、
平
（
野
）

　
樽
　
沢
O
春
日
徳
重
郎
像
し

　
北
鐙
坂
　
古
沢
英
雄
（
一
煮
）

　
　
鉢
　
O
尾
身
　
友
ズ
憂
）

　
小
泉
　
山
一
石
田
好
雄
（
浬
）

　
岩
　
野
O
村
山
佐
戸
郎
（
五
五
）

日新新新旧旧旧新元旧新旧新旧旧元元新旧旧新
慶
　
地
　
小
宮
山
清
作
（
四
〇
）
新

新
保
米
山
豊
平
（
四
八
）
新

上
新
田
　
阿
部
　
周
作
（
五
毒
　
元

漉
野
O
水
落
畏
平
（
」
）
新

　
　
以
上
二
＋
六
名
選
挙

水
口
村
山
儀
作
（
」
）

本
町
中
林
三
男
三
郎
倹
四
）

高
　
島
　
涌
井
友
太
郎
黛
四
）

長
卑
○
風
間
又
五
興
四
六
）

麻
畑
柳
　
永
久
（
∫
）

小
貫
O
庭
野
忠
正
語
）

稲
葉
相
崎
安
剰
ハ
四
む

田
　
麦
　
福
崎
善
衛
門
倭
む

元元新新元元旧新

以
上
八
名
農
協
、
共
済

推
せ
ん

猿
倉
0
池
田
喜
好
（
手
）
元

新
座
　
越
村
織
之
助
ハ
四
九
）
新

城
之
古
　
小
林
　
義
治
（
五
八
）
新

山
谷
柳

宗
串
（
♂
）
元

山
際
O
山
田
正
邦
（
四
八
）
新

　
　
以
上
五
名
議
会
推
せ
ん

一
◇
合
計
三
十
九
名
で
す
。

　
農
地
部
会
委
員
は
十
六
名
（
氏
名

　
上
部
O
印
）

　
役
員
は
会
長
庭
野
清
平
、
代
理
は
野
清
平
、
代
理
は
高
田
啓
助
、
県
農

春
日
徳
重
郎
、
農
地
部
会
々
長
は
庭
業
会
議
一
号
議
員
は
柳
宗
平
。

囑
託
員
会
議
の
模
様

　一、

昭
和
三
†
二
年
度
市
の
主
要
な

る
施
策
事
、
項
に
つ
い
て
（
市
長
）

『
『
家
屋
等
建
物
評
価
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
（
財
務
課
長
）

三
、
し
体
不
自
由
児
施
設
募
金
に
つ

マ
（
萎
繰
霧
所
長
）

四
、
傭
国
神
社
奉
賛
会
募
金
に
つ
い

て
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
事
務
所
）

一
．
五
、
市
政
だ
よ
り
の
迅
速
な
配
布
方

　…
依
頼
に
つ
い
て
　
　
（
総
務
課
）

一
六
、
住
民
登
録
実
態
調
査
に
つ
い
て

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
（
助
役
）

こ
れ
わ
市
政
事
務
の
連
絡
協
議
を

行
う
た
め
七
月
二
十
六
日
市
政
事

務
嘱
託
員
会
議
を
十
日
町
小
学
校

下
運
動
場
に
招
集
会
議
が
開
か
れ

た
6
嘱
託
員
出
席
者
ニ
ハ
ニ
名
欠

席
一
二
名
議
題
に
従
い
円
滑
に
会

議
が
運
営
さ
れ
た
。

み
ん
な
揃
っ
て
盆
踊
q

　盆踊り

は
各
地
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
民
踊
が
普
及
さ
れ
、
以

前
と
は
催
し
が
だ
い
ぶ
変
っ
て
来
た

よ
う
で
す
。
し
か
し
長
い
伝
統
と
歴

史
を
持
つ
郷
土
独
得
の
盆
唄
、
盆
踊
．

り
も
、
若
い
人
達
の
手
に
よ
っ
て
後

の
世
ま
で
も
継
承
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
し
よ
う
．

　
下
条
に
於
い
て
は
毎
年
広
大
寺
境

内
に
お
い
て
古
い
伝
統
に
輝
や
く
郷

土
無
形
交
化
財
的
”
新
保
広
大
寺
”
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎜
が
盛
大
に
行
わ
れ
て
お
り
、
後
撹
に
｝

残
す
べ
く
努
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
｝

　
次
に
市
内
各
地
区
の
主
な
盆
踊
り
［

の
日
程
を
る
紹
介
い
た
し
ま
す
。

〇
十
四
日
　
中
条
民
踊
大
会
（
中
条

　
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
）

〇
十
五
日
中
条
盆
踊
り
（
中
条
小

　
グ
ラ
ン
ド
）

〇
十
六
日
六
箇
民
踊
盆
踊
り
大
会

（公民舘提伊）そろつて楽しい盆踊り

　
（
六
箇
中
単
校
グ
ラ
ン
ド
）

〇
十
六
日
　
下
条
盆
踊
り
新
保
広
大

　
寺
（
広
大
寺
境
内
）

〇
十
六
日
　
中
条
盆
踊
り
（
小
学
校

　
グ
一
フ
ン
ド
）

〇
十
八
日
　
下
条
民
踊
大
会
（
下
条

　
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
）

〇
十
九
日
　
吉
田
盆
踊
り
仮
装
大
会

一
　
（
吉
田
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
）

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

十
日
町
で
は
、
そ
の
他
各
地
区
と
同

『
じ
く
十
四
日
夜
か
ら
十
七
日
ま
で
、

再
各
所
馨
馨
踊
り
が
た
つ
．

第
一
議
題
に
お
い
て
市
長
挨
拶
、

本
年
度
も
半
ば
を
過
ぎ
市
施
策
の
主

要
な
事
業
の
現
況
報
告
0
土
木
事
業

②
農
業
土
木
①
学
校
④
上
水
道
事
業

⑤
新
農
村
建
設
事
業
計
画
⑤
新
市
町

村
建
設
計
画
等
諸
般
わ
た
る
今
後
の

事
業
推
進
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。

　
第
二
議
題
以
下
担
当
課
よ
り
そ

れ
ぐ
仕
事
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

協
力
と
事
務
連
絡
方
依
頼
が
あ
っ

た
。
質
議
に
あ
た
っ
て
下
条
藤
田

嘱
託
員
よ
り
①
会
議
の
交
書
通
知

等
の
遅
延
が
あ
る
が
、
下
条
地
区
も

郵
送
に
せ
ら
れ
た
い
‘
憂
講
が
あ
っ

た
。

　
こ
れ
に
対
し
当
局
は
下
条
地
区
の

藩
物
は
岩
沢
辱
と
な
る
の
で

㎝
遅
れ
勝
で
あ
り
、
不
便
を
感
じ
て
お

一
る
わ
け
で
直
接
出
張
所
へ
託
送
、
学

琢
徒
に
依
頼
景
配
馨
て
お

る
の
で
あ
る
が
、
今
後
会
議
の
通
知

は
特
に
早
め
に
郵
送
と
し
て
事
故
の

起
ら
な
い
よ
う
に
す
る
旨
回
答
②
中

萎
暑
託
暴
り
公
共
団
体
の
長

一
麓
礁
雛
舞
議
臆

一逐
庚
暑
含
れ
る
．
各

｝
れ
は
義
務
的
職
務
に
対
す
る
障
害
に

一
も
な
る
と
考
え
ら
れ
る
旨
質
問
あ

り
。
こ
れ
に
対
し
靖
国
神
社
は
宗
教

法
人
で
も
特
殊
な
も
の
で
あ
り
、
全

国
的
に
奉
賛
会
が
設
立
さ
れ
て
お

り
大
勢
に
順
応
す
る
の
が
宜
し
い
と

考
え
、
只
十
日
町
市
の
み
拒
否
出

来
な
い
と
考
え
る
。
又
職
務
に
つ
い

て
は
十
分
留
意
し
て
障
害
の
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
旨
の
回
答
が
あ
っ

た
。

給
與
六
・
二
％
上
る

　
　
　
　
　
　
市
議
会
臨
時
会
で
決
る

下
げ
工
業
用
水
の
利
便
を

は
か
れ
！

つ
い
て
は

か
ね
て
よ
り
委
員
会
に
付
託
審
議
さ

れ
、
超
過
料
金
が
審
議
の
焦
点
に
な

っ
て
い
た
が
・
今
回
議
会
で
検
討
が

加
え
ら
れ
、
若
干
引
下
げ
が
行
わ
れ

可
決
さ
れ
た
。

　
基
本
使
用
量
を
超
え
る
超
過
料
金

潅
は
一
房
米
当
り
二
。
円
、
官

公
署
、
学
校
、
病
院
は
二
五
円
、
営

業
用
は
二
〇
円
、
工
業
用
は
二
〇
円

同
じ
く
大
口
一
八
円
、
特
殊
大
U
の

十
五
円
、
公
衆
浴
揚
用
は
一
五
円
、

娯
楽
用
は
六
〇
円
、
共
用
栓
私
設
は

十
七
円
と
な
っ
た
。

　
『
瞳
員
、
委
員
「
一
の
朝
酬

　
引
上
げ
は
否
決
、
土
木
等

　
事
業
の
経
費
へ

　
議
員
の
報
酬
、
議
長
二
千
円
、
副

議
長
、
議
員
一
千
円
の
引
上
げ
及
び

馨
婁
、
護
、
筆
員
の

一
二
千
円
、
農
業
．
委
員
会
長
、
委
員

等
の
一
千
円
引
上
げ
に
つ
い
て
は
・

諸
般
の
情
勢
を
考
慮
、
自
粛
す
べ
き

で
あ
り
、
他
事
業
の
推
進
の
資
に
す

一
べ
き
廼
あ
る
と
の
賦
地
か
ら
否
決
と

　
給
与
切
替
を
主
案
件
と
す
る
議
会

臨
時
会
が
八
月
五
、
六
日
と
召
集
さ

れ
た
。

　
提
出
議
題
は
追
加
議
題
を
含
め
て

二
十
五
件
と
な
り
、
二
日
間
に
わ
た

り
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　
・
、
王
な
議
題
の
議
決
、
否
決
の
結
果

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

大
口
消
費
の
超
過
料
金
引

な
っ
た
。

　
常
勤
の
特
別
職
市
長
五
千
円
、
助

役
、
収
入
役
二
千
円
及
び
一
般
職
員

の
平
均
六
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
給
与
の

引
上
げ
に
つ
い
て
は
原
案
通
り
可
決

さ
れ
た
。

　
希
望
退
職
者
に
普
通
退
職

　
手
当
の
二
・
五
倍
を
支
給

　
八
月
末
ま
で
の
申
出
希
銀
退
職
者

に
対
し
、
手
当
の

特
例
の
字
句
一
部

修
正
、
現
行
通
り
普
通
退
職
、
手
当
の

二
・
五
倍
を
麦
給
す
る
改
正
案
が
可

決
。
こ
の
特
例
は
高
齢
者
及
び
恩
給

藷
暮
嬉
の
希
蓬
職
葺

り
、
人
事
の
届
新
を
計
る
目
的
の
時

限
条
例
で
あ
る
。

　
給
与
の
改
訂
に
よ
る
所
要

　
額
は
二
百
六
十
八
万
円

　
総
額
千
百
十
八
万
円
の
追
加
予
算

案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
通
り
司
決
さ

れ
、
十
日
町
中
単
校
図
書
舘
の
増
築

（
予
算
市
費
二
百
十
五
万
円
、
通
学

区
民
寄
附
百
二
十
万
円
、
国
庫
補
助

百
．
五
十
四
万
円
）
及
び
給
与
引
上
げ

等
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
大
要
は
、

一
款
、
議
会
費
一
七
九
、
五
一
〇
円

　
（
給
与
改
訂
に
よ
る
給
料
手
当
恩

　
給
、
共
済
組
合
の
所
．
要
額
追
加
）

二
款
、
市
役
所
費
三
、
五
二
八
、
七

　
二
〇
円
（
給
料
の
切
替
六
・
二
％

　
の
引
上
げ
に
と
も
な
う
職
員
の
給

　
料
諸
手
当
お
よ
び
退
職
手
当
の
所

　
．
要
額
追
加
）

三
款
、
消
防
費
一
七
七
』
一
6
0
円

　
（
給
与
改
訂
に
よ
る
職
員
の
給
料

　
諸
手
当
の
所
．
要
額
追
加
）

四
款
、
土
木
費
三
〇
、
O
O
O
円

　
（
土
地
区
国
整
理
審
議
会
委
員
、

　
評
価
委
員
の
報
酬
追
加
）

五
款
、
教
育
費
六
、
七
二
七
、
一
三

　
〇
円
（
給
与
改
訂
に
よ
る
追
加
及

　
び
十
日
町
中
学
校
図
書
舘
増
築
、

　
小
中
学
校
理
科
図
書
設
備
な
ど
と

　
塩
之
叉
分
校
教
員
住
宅
建
，
築
費
の

　
追
加
）

六
款
、
社
会
及
労
働
施
設
費
一
九
九

　
、
八
七
〇
円
（
緊
急
矢
業
対
策
費

　
賃
金
、
．
窺
季
手
当
及
び
年
末
対
策

　
費
追
加
）

七
款
、
傑
健
衛
生
費
二
、
五
〇
、
O
O

　
O
円
（
し
尿
貯
溜
槽
設
置
補
助
及

　
び
人
夫
賃
、
消
耗
品
費
の
追
加
）

八
款
、
産
業
経
済
費
八
六
、
四
六
〇

一
円
（
箋
奮
会
聾
幣
娠

長
い
と
思
っ
て
い
た
夏
休
み
も
終

り
に
近
づ
き
ま
し
た
。
は
つ
ら
う

と
し
た
気
分
盃
二
学
期
の
学
校
生

活
を
迎
え
る
た
め
に
、
残
り
の
休

み
期
間
を
有
効
に
す
δ
さ
せ
た
い

も
の
で
す
。

各
学
校
で
は
お
子
さ
ん
に
適
し
た

無理のない

夏
季
教
育
計
画
を
た

て
す
で
に
実
績
を
あ
げ
て
居
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
そ
の
計
画

に
の
っ
と
っ
て
御
家
庭
で
も
協
力

し
て
頂
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す

が
、
二
、
三
気
づ
い
て
居
り
ま
す

こ
と
を
記
し
御
参
考
に
供
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

①
通
知
表
（
簿
）
を
も
う
一
度
ご

わ
ん
下
さ
い
。

　
通
知
表
は
学
校
と
家
庭
と
の
間
で

指
導
上
の
連
絡
を
密
に
す
る
た
め
の

も
の
で
す
か
ら
、
通
知
表
を
も
う
一

度
よ
く
見
な
お
し
て
、
一
塚
で
は
な

し
あ
っ
て
み
て
下
さ
い
。
一
学
期
間

の
お
子
さ
ん
の
成
長
と
発
達
の
あ
と

を
再
び
み
な
お
す
こ
と
に
ょ
り
、
二

学
期
ど
ん
な
点
に
力
を
そ
そ
い
で
行

っ
た
ら
よ
い
か
を
は
っ
き
り
と
知
っ

て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
か
ら

で
す
。
ま
た
家
庭
よ
り
学
校
へ
通
信

指
導
の

し
て
と
り
入
れ
て
下
さ
る
で
し
よ
う

②
　
規
律
あ
る
生
活
へ
た
ち
も
ど
る

よ
う
に
ト
て
下
さ
い
。

　
休
み
中
の
だ
惟
か
ら
畢
ぐ
板
け
出

す
こ
と
に
ょ
っ
て
、
学
校
生
活
に
無

理
な
く
う
つ
ら
れ
る
よ
う
、
そ
ろ
そ

ろ
導
ぴ
き
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
要
点

夏
休
み
中
の
子
供
さ
ん
の

を
す
る
欄
が
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が

そ
こ
に
は
、
で
き
る
だ
け
は
っ
き
り

と
具
体
的
に
学
校
な
り
先
生
な
り
へ

の
た
よ
り
を
書
い
て
頂
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
先
生
は
そ
れ
ら

を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
、
二
学
期
の
教

育
計
画
の
具
体
的
な
内
容
の
一
つ
と

一
、
起
床
、
就
寝
時
間
を
一
定
し
て

こ
れ
を
ま
も
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

一
、
自
分
の
も
ち
も
の
、
自
分
の
身

の
ま
わ
り
の
も
の
に
つ
い
て
は
自
分

で
し
ま
つ
す
る
こ
と
。

一
、
帰
宅
後
の
一
定
時
期
に
は
必
す

机
に
向
う
よ
う
に
す
る
こ
と
。

『
休
み
中
の
こ
と
ば
の
乱
れ
や
食

事
作
渋
の
乱
れ
を
正
常
に
と
り
も
ど

す
よ
う
に
つ
と
め
る
。

　
①
学
校
で
得
ら
れ
な
い
家
庭
の
た

の
し
み
を
充
分
あ
じ
あ
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
．
霞
休
み
は
学
校
で
は
得
ら
れ
に
く

い
も
の
を
か
な
り
広
い
範
囲
に
わ
た

っ
て
得
る
こ
と
が
出
来
、
人
間
形
成

と
し
て
重
要
な
一
面
を
も
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
自
分

の
家
庭
生
活
を
親
も
子
も
見
直
し
、

平
素
お
ち
つ
い
て
話
し
あ
っ
た
り
、

考
え
あ
つ
た
り
す
る
こ
と
の
少
な
い

親
子
が
ゆ
っ
く
り
と
語
り
あ
い
、
家

庭
と
し
て
の
た
の
し
み
を
し
み
ぐ

と
あ
じ
あ
わ
せ
、
二
度
と
こ
な
い
今

年
の
夏
休
み
を
、
子
ど
も
さ
ん
た
ち

に
よ
い
、
な
つ
か
し
い
思
い
出
を
作

ら
せ
て
や
っ
て
頂
き
た
い
．

る
所
要
額
追
加
）

教
育
委
員
に
坂
田
領
氏
、

評
価
委
員
に
保
坂
徳
扁
氏

任
命

　
去
る
六
月
二
十
一
日
、
議
会
で
教

育
委
員
任
命
同
意
を
得
て
、
い
た
根
津

直
吉
氏
の
、
家
事
都
合
に
よ
り
受
諸

を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
駅

通
り
坂
田
領
氏
（
四
三
）
を
、
反
評
価
委

員
山
田
正
邦
氏
辞
任
に
よ
る
後
任
に

南
鎧
坂
の
保
坂
徳
一
氏
（
♂
を
そ
れ

纒
難

（
．
電
話
で
の
照
会
は
御
遠
慮
下

さ
い
）

　
八
月
一
日
よ
り

　
　
四
〇
円
に
な
り
ま
し
た

ぞ
れ
議
会
に
於
い
て
満
場
異
議
な
く

そ
の
同
意
を
得
た
の
で
就
任
願
う
こ

と
に
な
っ
た
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
具
体

化
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
実
現
を
期
し
・
学

童
の
通
学
の
便
と
山
地
へ
の
連
絡
も

兼
ね
、
行
政
機
動
力
の
強
化
の
た
め

四
十
三
人
乗
り
自
動
車
の
随
契
購
入

の
件
が
可
決
さ
れ
た
。

そ
の
他
請
願
四
件
は
各
委

員
会
に
附
託
審
講
さ
れ
る

■
、
菅
沼
を
経
て
大
池
に
通
す
る
市

　
道
よ
り
、
大
字
神
山
地
内
の
農
、
道

　
に
接
す
る
間
三
百
米
の
道
路
開
設

讃
願
。

2
、
十
日
酊
布
建
築
木
工
職
別
組
合

　
共
済
会
育
成
補
助
金
交
付
方
請

願
。

3
、
羽
根
川
流
域
ニ
ツ
屋
地
内
奮
、
厚

　
の
護
岸
工
事
価
行
請
願
。

4
、
市
道
六
箇
線
船
坂
部
落
地
内
に

　
頽
雪
防
止
断
切
工
事
施
行
講
願
。

以
上
の
四
件
の
請
願
が
提
出
さ
れ
、

①
は
建
設
②
は
反
教
厚
生
③
は
建
設

④
は
経
済
の
各
委
員
会
に
そ
れ
ぐ

附
託
替
と
な
り
、
継
続
審
議
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

社
会
事
業
に

篤
士
心

睦
織
物
会
社
勤
務
の
保
坂
隆
夫
さ

ん
は
・
父
量
平
さ
ん
の
死
亡
の
際
お

く
ら
れ
た
香
資
五
万
円
を
市
の
社
会

事
業
に
使
っ
て
下
さ
い
と
、
去
る
三

十
日
社
会
福
祉
事
務
所
に
寄
附
さ
れ

た
。
．
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